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沖縄 竹富島


つるかめの








石垣島から、高速船で約10分。ドラマ「つるかめ助産院」の舞台となった竹富島は、石垣と西表の間にある、周囲９kmの小さな島です。
沖縄県の多くの離島と同様に、この島も観光が主要産業。ですが、何かがちがう。訪れてみると、ほかの観光地とはまったくちがう空気を感じるはず。
[image: C:\Users\nory\Desktop\Photos\20050149.jpg]写真は、島のメインストリート。車は、ほとんど見かけません。住宅わきの草むらなどで、牛をときどき見かけます。「田舎」っていうのとも、ちょっとちがう。
[image: C:\Users\nory\Desktop\Photos\20050152.jpg][image: C:\Users\nory\Desktop\Photos\16edef8df850bf4cafd94ebc24984083_s.jpg]住宅は石垣で囲われ、赤瓦の平屋がめだちます。通りはサンゴ砂が敷き詰められ、毎日掃き清められています。集落のあちらこちらには、南国らしい花が咲き乱れている。私たちの日常とは、別の世界です。
学校も、ちょっとちがった雰囲気。集落の中心に、竹富小中学校があります。へぇ、こんな学校も、あるんだ。ぜひ、覗いてみてください。
[bookmark: _GoBack][image: C:\Users\nory\Desktop\Photos\20050203.jpg]島でいちばんの高層建築物は、「なごみの塔」と呼ばれる見晴らし台。島全体が、見渡せます。
集落の中心部から海まで、およそ１km。気候のいい時期だったら、徒歩でＯＫ。アクティブに動きたいときは、レンタサイクルがおすすめです。平坦なので、島じゅうどこでも、ムリなく移動できますよ。
メインビーチのコンドイ浜や、牧場脇を通って、星砂で有名なカイジ浜にも行ってみましょう。「きれい」というより、「素朴な海」が広がっています。

もしあなたが、日々の生活に疲れてしまったとき、この島を思い出してください。そして、エネルギーが少し残っていたら、この島を訪れてみてください。
[image: C:\Users\nory\Desktop\Photos\dc109ed67b1734bec045b17285d703bf_s.jpg]少し早起きして、島を散策してみる。道を掃く人に出会ったり、牛がとつぜん現れて緊張したり、浜辺で一人ぼんやりしたり。そんな時間が、あなたの中の何かを変えてくれますよ、きっと。
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